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YAZAKI Group News Release 

2018年 5月 22日 
矢崎エナジーシステム株式会社 

 
皮剥き性をさらに向上させた 

『さくさく剥ける EM-EEF』シリーズの新製品を開発 
EM-EEFケーブルの施工性を向上させ VVF と同等以上の皮剥き性実現 

 
矢崎エナジーシステム株式会社(本社:東京都港区、社長:矢﨑 航)は、EM-EEFケーブルの施工性

をさらに向上させた、新しい『さくさく剥ける EM-EEF』の販売を 2018年 1月から生産を始め、順次、
旧製品との切り替えを実施しています 

 

EM-EEFケーブル＊1は、照明やコンセント用の配線として一般的に使われるエコタイプの VVFケーブルで、主に官公庁を

はじめ、学校、病院などで使用されています。従来のEM-EEFケーブルは、シースが硬く、ケーブルストリッパーや電工ナイフで

のシース皮剥き作業に負担がかかっていました。そのため、ユーザーからは、「ケーブルストリッパーや電工ナイフで簡単に皮を

剥けるようにして欲しい。」との要望が以前から寄せられていました。 

このようなユーザーの声にお応えし、当社では皮剥き性を向上させた『さくさく剥ける EM-EEF』ケーブルを開発し、2014

年 9月から生産してきましたが、この度さらに皮剥き性を向上させた、新しい『さくさく剥ける EM-EEF』を開発しました。 

2018年1月から生産を開始し、順次、旧製品との切り替えを実施しています。これにより、当社のEM-EEFはGマーク、

200Vマーク、カラータイプを含む全てのサイズが新しい『さくさく剥ける EM-EEF』仕様となっています *2。 
＊1：600Vポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシース平型ケーブルの名称です。 
＊2：EM-エフアースは『さくさく剥ける EM-EEF』仕様の対象外です。 

 

◇製品の特長 

●さくさく剥ける 

 ・電工ナイフやケーブルストリッパーによるシース皮剥きで必要となる力が従来品より低減。VVF並みの力で作業できます。 

 ・電工ナイフで切る力は、当社従来品に比べ常温時で 35％低減、低温時では 58％低減されます。 

 ・ケーブルストリッパーで剥く力は、当社従来品に比べ常温時で 34％低減、低温時では 37％低減されます。 

●施工性が向上 

 ・冬場などさらにシースが硬くなる低温環境下においても大きな改善が図られ、VVF以上の作業性が実現します。 

・施工性が向上したことによる工期の短縮も期待できます。 

 ・ケーブル特性は、従来の EM-EEF同様 JIS規格を満たしています。 
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◇作業性に関する性能 

 ●電工ナイフで切る力（対象サイズ：3×2.0mmによる当社試験値） 

 

 

 

 

 

 

●ケーブルストリッパーで切る力（対象サイズ：3×2.0mmによる当社試験値） 

 

 

 

 

 

 

◇適用品種とサイズ 

品種 
2心 3心 4心 

1.6mm 2.0mm 2.6mm 1.6mm 2.0mm 2.6mm 1.6mm 2.0mm 

EM-EEF ● ● ● ● ● ● ● ● 

GマークEM-EEF － － － ● ● ● － － 

200マークEM-EEF ● ● ● ● ● ● － － 

 

◇製品写真 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

以上 
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2018年 6月 14日 

NTTアドバンステクノロジ株式会社 

河村電器産業株式会社 

 

宅配ボックスとともに屋外設置が困難なレコーダやルータ等を格納可能！ 
「通信機器格納型宅配 BOX」製品の販売開始 

 

NTT アドバンステクノロジ株式会社（以下：NTT-AT、本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長：木村丈

治）と河村電器産業株式会社（以下：河村電器産業、本社：愛知県瀬戸市、取締役社長：水野一隆）は、

NTT-AT が提供中の監視カメラソリューションのラインナップに、共同開発した「通信機器格納型宅配 BOX」

を追加し、2018年 6月 14日から販売を開始いたします。 

「通信機器格納型宅配 BOX」は、安心・高機能な監視カメラソリューション「NTT-ATカメラ」シリーズで監視

している映像を遠隔から閲覧するために必要な「監視カメラレコーダ」、「ルータ」、「光回線終端装置」を、屋

外に設置可能な宅配ボックス内に格納できる状態で、提供いたします。 

これにより、アパートやマンションなどの付帯設備として導入ニーズが高まる、監視カメラおよび宅配ボック

スをまとめて提供することが可能となります。 

 

■背景 

監視カメラソリューションに対するニーズは、さまざまな利用シーンでその効果が認められ、年々市場が

拡大する傾向にあります。 

そのような中、マンションやアパートなどにおいても監視カメラを設置する建物が増えてきていますが、共

通する課題として、監視カメラ用のレコーダを置く場所がなく、監視カメラを設置できないケースが増えてい

ます。一方、マンションやアパートでは、好きな時間にいつでも荷物を受け取れるというメリットを持つ、宅配

ボックスの設備導入が進んでおり、宅配ボックスと監視カメラを併せて設置することが多くなっています。 

このような社会情勢の中、NTT-AT では、「防水性」「防錆性」「堅牢性」に長けている自立型の宅配ボッ

クスの販売を行っている河村電器産業とともに、屋外設置ができ、かつ遠隔からの閲覧時に必要な「監視

カメラレコーダ」「ルータ」「光回線終端装置」といった、通信機器を格納するボックスを兼ね備えた宅配ボッ

クスを開発し、通信機器格納型宅配 BOX として販売開始することといたしました。 

これにより、課題の一つであった設置場所の制約が解消されることで、これまで監視カメラ用のレコーダ

の設置場所が屋外しかなく、監視カメラの設置を見送っていたマンションやアパートなどをお持ちのお客様

へのご提供が可能となります。 

 

■通信機器格納型宅配 BOXの仕様 

通信機器格納型宅配 BOXは、次のような方法で機器を設置でき、ファンや温度センサーによりボックス

内の温度を管理する仕様となります。 

ラインナップとしては、通信機器格納型宅配 BOX部分以外に、宅配便を格納できるスペースを兼ね備

えた 2BOXタイプ～5BOXタイプの 4 ラインアップを揃えています。 



◆通信機器類の設置イメージ 

 

 

◆通信機器格納型宅配 BOXのラインナップ 

 

 

◆宅配ボックスの製品仕様 

 



■通信機器格納型宅配 BOXの特長 

通信機器格納型宅配 BOXは、電気設備を守ってきた技術でつくった河村電器産業の宅配ボックスを

ベースに「ファン」「温度センサー」「電源」をボックス内に設置し、NTT-AT製の「監視カメラ用レコーダ

（ATN-041T2 / ATN-042T2）」、YAMAHA製の「ギガアクセス VoIPルータ（NVR510）」、「光回線終端

装置（PR500-KI）」を格納できるように設計し、以下の特長を有しています。 

 ・雨風にも強い、安心の防水構造（保護等級 IPX4* 相当） 

 ・サビにも強いステンレス製 

 ・強風（風速 40m/s）にも耐えられる「堅牢性」 

 

■主な利活用シーン 

通信機器格納型宅配 BOXは、「防水性」「防錆性」「堅牢性」に長けている自立型の宅配ボックスであ

り、かつ通信機器格納部分については、「監視カメラレコーダ」「ルータ」「光回線終端装置」をつなぐ配線

がされています。これにより、通信機器格納部分に電源を供給できれば、さまざまな場所で設置が可能で

すが、主な設置場所としては、マンション、アパートのエントランスになります。 

 

■販売開始時期 

 2018年 6月 14日（木） 

 

■販売予定価格 

 オープン価格 

 

 

 

【NTTアドバンステクノロジ株式会社 会社概要】 http://www.ntt-at.co.jp/ 

NTTアドバンステクノロジは、1976年の創立以来、NTTグループの技術的中核企業として、NTT研究

所のネットワーク技術、メディア処理技術、日本語処理技術、環境技術、ナノ部品技術などの多彩な先

端技術のみならず、国内国外の先端技術を広く取り入れ、それらを融合してお客様の課題を解決し、お

客様にとっての価値を提供し続けています。 

 

【河村電器産業株式会社 会社概要】 http://www.kawamura.co.jp/ 

河村電器産業は、1919年の創業以来、分電盤やキュービクルなどを中心に、一貫して電気を安全・確

実に供給する受配電機器の製造に取り組んできました。それに加え、電気を「監視・測定・制御」するエ

ネルギーマネジメントシステムの分野にも取り組み、現代社会に欠かせないインフラを支える企業として、

社会に貢献しています。 

 

 

* IPX4：JIS（日本工業規格）で定められた異物の侵入に対する保護の等級を示すもので、IPの後に続く数字が、それぞれ「防 

塵」と「防滴」の性能を表し、IPX4はいかなる方向からの水の飛沫による影響を受けないことを示します. 

 

※ 本文中に記載されている社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NTTアドバンステクノロジ株式会社 

セキュリティ事業本部 

IPプロダクツビジネスユニット  

担当：青井・吉江・金澤 

TEL：044-280-8784  

E-mail：atcam-sales@ml.ntt-at.co.jp 

 

河村電器産業株式会社 

広報室 広報課 

担当：田中・牧 

TEL：0561-86-8190/080-8263-0073 

E-mail：min-tanaka@kawamura.co.jp 

【本件に関するお問い合わせ先】 
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報道関係者 各位                                        2018年 6月 4日 

再配達を減らし、従業員の利便性を高める、“新しい福利厚生のカタチ” 

社員５００名に向け、宅配ロッカーの実証実験を開始 
 
 
 
 
 
 
 国内において、インターネット通販の急増にともなう配送業者の負担が増しており、その主な原因である不在時
の再配達を解決する手段として、宅配ボックスや宅配ロッカーなどが注目されています。 
 
 河村電器産業は電気設備を保護する技術を活かし、『住宅向け宅配ボックス』の製造・販売を 2017 年より
開始していますが、このたび、『事業所向け宅配ロッカー』の製造に着手し、2018 年内の発売を予定していま
す。そして、その前段として、河村電器産業の社員に向けた宅配ロッカーの利用を開始し、これを実証実験とし
て利用率や意識調査を実施、そこで得られたデータを今後の製品開発に活かしていきます。 
 
 
 ▼実証実験 概要 
 ＜期間＞2018年 6月 11日～12月 28日 
 ＜場所＞河村電器産業株式会社 
       本社地区（愛知県瀬戸市暁町 3-86） 
 ＜対象＞同地区に勤務する全従業員（約 500名） 
 ＜運用方法＞初期登録後、送付先を指定しておくと、 
          宅配ロッカーが宅配物の受け取りを代行。 
          従業員は終業後に宅配物を宅配ロッカー 
          から取りだす。登録・利用は無料。 
 ＜実験項目＞利用率、使い勝手、製品性能、 
          再配達の減少率、社員満足度 等 
 
 
 
 
◎本件に関するお問い合わせ先                                               

 広報課：田中 美奈 ・ 牧 幸佑      www.kawamura.co.jp 
TEL：080-8263-0073（田中携帯）090-9916-2927（牧携帯）0561-86-8190（部署直通） 
FAX：0561-86-8106   E-mail：pr＠kawamura.co.jp 

 受配電機器メーカーの河村電器産業株式会社（本社：愛知県瀬戸市 社長：水野一隆）は、配送
業者の再配達を削減するのに有効な「事業所向け宅配ロッカー」を自社で開発し、2018年 6月 11日よ
り本社地区にて実証実験を開始します。同地区へ勤務する約 500 名の社員が個人の宅配物の受け取り
に使用することができ、利用に際して得られるデータを今後の製品開発や運用に活かしていきます。 

事業所向け宅配ロッカー 
2018年内 発売予定 ・ 価格未定 
※画像と実際の製品は異なる場合がございます 


